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研究成果の概要（和文）：本研究では、携帯メールにおける返信のタイミングについて調査を行

った。その結果、送信者が返信を遅らせる感情方略上の意図と、実際の受信者が受け止め方に

は差異があることを見出した。このことから、返信のタイミングを意識的に操作（特に遅らせ

ること）することには、送受信者間でギャップがあると考えられる。 
 
研究成果の概要（英文）：This study investigated the timing of replies to mobile phone text 
messages. The results showed differences between the emotional strategic intent of 
senders for waiting before replying and how this was actually perceived by the recipients. 
The results suggest that there are gaps in perception between senders and recipients 
regarding the intentional manipulation of reply timing. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、e ラーニングにおいて学習者の感情
面を支援することの重要性が指摘されるよ
うになってきた。例えば sense of community
理論や social presence理論が、eラーニング
に関する研究でしばしば話題にのぼる。更に、
emotional presence という感情面により特
化した考え方も eラーニング研究において報
告されている。多くの機関で eラーニングを
導入する段階から運用する段階へ移り、学習
者のドロップアウトなどの問題がしばしば
報告されるようになったことで、これまで以
上に学習者の感情面への支援に注目が集ま

ってきたのだろう。しかし、e ラーニングな
どの遠隔教育に関する研究のほとんどでは、
知識の習得や理解などの認知的な側面がメ
インとして検討され、一方、感情面について
は副次的な言及にとどまっているという印
象をぬぐえない。 

学習者の感情面を支援し、彼らを継続的な
学習活動へ導くことには、e ラーニング環境
内外におけるコミュニケーションが強く関
わっていると考えられる。学習者は、e ラー
ニング環境の中で教員やメンター、同じコー
スを履修している学生等とのコミュニケー
ションを通じて感情面に影響を受ける。また、
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e ラーニング環境の外では、学習者の e ラー
ニングを見守る家族や会社の同僚、友人等と
のコミュニケーションを通じて感情面に影
響を受ける。これらの様々なコミュニケーシ
ョンで、学習者に喜びや興味が生じれば学習
への意欲が高まるだろうし、嫌悪や怒り、悲
しみが生じれば学習への意欲は低減するだ
ろう。すなわち、著者らは、学習者の感情面
へ強く影響を及ぼすものは、教材などのコン
テンツよりも、学習者を取り巻くコミュニケ
ーションであると考える。 

現代のコミュニケーションを概観すると、
テキストコミュニケーションの占める割合
は大きい。もちろん、以前より、手紙やファ
クシミリなど、文字ベースのやりとりは存在
した。しかし、これらは、当時の様々なコミ
ュニケーションメディアの中の主流であっ
たとは言い難い。それが、ここ十数年のイン
ターネットの一般家庭への普及により、電子
メールや電子掲示板などのコンピュータを
使用したテキストコミュニケーションが日
常に浸透してきた。更に、最近では、ブログ
やツイッター、ソーシャルネットワーキング
サービス (SNS) が大いに流行っている。そ
して、言うまでもなく eラーニングにおける
コミュニケーションも、上に挙げたようなテ
キストコミュニケーションで行われること
が多い。これらのテキストコミュニケーショ
ンは、パソコンだけでなく携帯電話やスマー
トフォンでも利用できるため、私たちにより
手軽なコミュニケーション手段となったの
である。 

従って、研究代表者は、特にテキストコミ
ュニケーションの感情面を検討することで、
e ラーニングにおける学習者の感情面を効果
的に支援するための示唆が得られると確信
して、基礎的な研究を積み重ねている。本研
究でも、テキストコミュニケーションにおけ
る感情面に注目した。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、図 1の全体構想に向けて、
e ラーニングなどの電子メディア学習環境に
おけるコミュニケーションの中で、学習者の
感情状態とメッセージ送信のタイミングの
関係を探ることである。具体的には、学習者
の感情状態を踏まえた、より興味や関心、意
欲を高めるための効果的なメッセージ内容
とメッセージ送信のタイミングを検討し、シ
ステム化を行うための基礎研究を行う。 

電子メディア学習環境において、学習者の
感情面の支援は、認知・学習面の支援に比べ
るとほとんど検討されていない。その理由と
して、認知・学習面の測定に比べると、感情
面の測定は困難なことが考えられる。しかし、
研究代表者には、感情面について様々な側面 
から研究を行ってきた背景がある。本研究で 

 
先行研究の知見を十分に活かすことにより、
電子メディア学習環境における学習者の感
情面への支援が容易になることが期待でき
る。これが本研究の特色・独創的な点である。 
 本研究の成果により、例えば、e ラーニン
グにおけるメンターは、学習者の感情面を把
握し、感情状態に配慮したメッセージ内容を
タイミング良く送信することが可能になる。
結果、e ラーニングの問題点であるドロップ
アウトの低減や学習意欲の向上への貢献が
期待できる。また、昨今、インターネット上
での感情的なトラブルやネットいじめなど
の問題が教育現場でしばしば生じており、社
会問題にもなっている。教員などの管理者が、
電子メディアにおける参加者の感情状態に
対し適切なメッセージ送信をすることで、こ
うした問題を未然に防ぐことも期待できる。
更に、教育場面にとどまらず、例えば、電子
メディアを用いた効果的な広告発信のタイ
ミングなど、電子メディアコミュニケーショ
ンに関する諸研究の進展への学術的な貢献
も大きいと予想される。 
 
３．研究の方法 
 本稿では、携帯メールにおける返信のタイ
ミングについて行った二つの研究について
報告する。一つ目は、携帯メールの「送信者」
の立場から、返信メールのタイミングについ
て調べた。具体的には、相手から 4 種類の感
情（喜び、悲しみ、怒り、罪悪）を伝えるメ
ッセージが携帯メールで届いた場面におい
て、それぞれの返信までに間をあけるかどう
かの程度とその理由について、質問紙を用い
て調査した。二つ目は、携帯メールの「受信
者」の立場から、返信メールのタイミングに
ついて調べた。具体的には、4種類の感情（喜
び、悲しみ、怒り、罪悪）を伝えるメッセー
ジを携帯メールで相手に送った場面におい
て、相手がその返信までに間をあけた場合、
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図 1 本研究の全体構想の概念図 



どのような感情がどの程度生じるかを、質問
紙を用いて調査した。加えて、本研究では、
返信までに間があいていたほうが望ましい
場面について、調査対象者に自由記述で回答
を求めた。 
 
４．研究成果 
(1) 送信者側の返信のタイミング 

はじめに、質問紙の 6 段階評定について、
4 つの感情場面を要因とした一元配置の分散
分析を行った結果、感情場面による差が示さ
れた。（F(3,669)=2.83, p<0.05）他の感情場
面と比較し、怒りの場面において返信までに
より間をあける傾向が見られ、罪悪の場面に
おいてより間をあけない傾向が見られた。し
かし、その差は大きなものではなかった。そ
こで、6 段階評定の分布を調べたところ、評
定にばらつきが大きいことがわかった。次に、
自由記述の回答をカテゴリーに分けて、カウ
ントした（表 1、2 参照）。その結果、相手や
自分自身の感情を操作するためにタイミン
グを工夫していることを示す回答が、いくつ
か挙げられていることがわかった。しかし、
相手や自分自身の感情操作のために、すぐに
返信をするのか、間をあけて返信をするのか
の選択には、個人差があることも示された。 

本研究から、返信のタイミングが、自分自
身や相手の感情を操作するために工夫され
ていることがわかった。しかし、その工夫に
は個人差が見られた。この点は、返信のタイ
ミングが結果としてうまくいっていない可
能性を示唆する。 
 
(2) 受信者側の返信のタイミング 

続いて受信者側の結果から、以下のことが
考えられる。あえて返信を遅らせていると受
信者が感じた時、どの感情場面においても、
受信者に喜びの感情が高まるとは言えない。
すなわち、この結果からは、送信者が返信を
遅らせることで、受信者にポジティブな感情
を生じさせるとは言えない。特に、怒りの感
情を含んだメールに対して返信を遅らせる
と、受け手に怒りの感情をより生じさせ、罪
悪の感情を含んだメールに対して返信を遅
らせると、受け手に罪悪感をより生じさせる
と考えられる。 

結果から、送信者が返信を遅らせる感情方
略上の意図 (一つ目の研究) と、実際の受信
者が受け止め方には差異があることを見出
した。このことから、返信のタイミングを意
識的に操作（特に遅らせること）することに
は、送受信者間でギャップがあると考えられ
る。中でも、ネガティブ感情や敵意感情であ
る悲しみや怒り、罪悪において、送信者の意
図的な返信のタイミングの操作が、その送信
者の意図している結果とは逆になる危険性
も示された。 

表 1 喜び場面での返信のタイミングの理由 

喜びの場面 

すぐに返信する理由 度数 

共感するため 49 

早く返すのが礼儀だから 25 

返事がしやすいから 10 

相手の喜びが冷める前に 9 

返信を忘れないために 9 

暇つぶしのため 4 

会話を途切れさせないため 4 

反応を早く示すため 4 

間をあけて返信する理由 度数 

めんどうだから 24 

考える時間が必要だから 11 

緊急ではないから 11 

他ともメールしていると思

うから間をあける 

6 

忙しい人と思われたいから 4 

嫉妬から 4 

間をあけるのが習慣だから 3 

メールでは返信しない 3 

読むだけで満足だから 3 

喜びを長引かせたいから 2 

 

表 2 怒り場面での返信のタイミングの理由 

怒りの場面 

すぐに返信する理由 度数 

反省を伝えるため 51 

より詳しく聞くため 17 

遅いとより怒りが強くなりそ

うだから 

8 

早く返すのが礼儀だから 各 5 

遅いと謝りづらくなるから  

理由を知りたいから 4 

返信を忘れないため 3 

考える時間が必要だから 各 2 

やりかえすため  

間をあけて返信する理由 度数 

考える時間が必要だから 26 

めんどうだから 24 

怒りがおさまるのを待つため 23 

メールでは返信しない 9 

返信に困るから 3 

怒りを理解できないから 各 2 

すぐに返信すると悪化するか

ら 

 

反省を伝えるため  

 



図 2 各感情場面にて受信者に生じる感情 
 
(3) おわりに 

本研究の結果、送信者が返信を遅らせる感
情方略上の意図と、実際の受信者が受け止め
方には差異があることを見出した。このこと
から、返信のタイミングを意識的に操作（特
に遅らせること）することには、送受信者間
でギャップがあると考えられる。中でも、ネ
ガティブ感情や敵意感情である悲しみや怒
り、罪悪において、送信者の意図的な返信の
タイミングの操作が、その送信者の意図して
いる結果とは逆になる危険性も示された。 
 本研究課題を通して、研究対象とした大学
生を中心とした十代後半から二十代の若者
の携帯コミュニケーションの感情方略につ
いて新たな興味を持つにいたった。すなわち、
デジタルネイティブと呼ばれる世代の携帯
電話の使用は、単に道具というものではなく、
それ以上のモノであるということである。こ
のことを言及する先行研究はいくつもある
が、研究代表者には、特に電子メールなどの
テキストコミュニケーションにおける彼ら
の工夫に関心が生じてきた。研究代表者は、
感情方略と名付けて、コミュニケーションに
おける方略的な感情伝達の工夫を扱ってき
たかが、今後、デジタルネイティブに焦点を
置いて、この点を追及していきたい。 
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